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　人口の動き

　3月1日現在

男5．389←8）
女　　　　5．492（＋2）

計10．881←6）
世帯数2．42g（＿3）
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嘱腹

託〒

員才

会
政議

〒か

すら

　
町
で
は
、
新
年
度
ま
で
あ
と
一
か
月

あ
ま
り
と
い
う
先
月
下
旬
、
町
政
事
務

嘱
託
員
会
議
を
前
後
三
回
に
分
け
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
二
月
二
十
二
日
に
農
業
セ
ン
タ
ー
で

上
野
・
橘
地
区
合
同
、
二
十
三
日
は
仙

田
出
張
所
で
仙
田
地
区
、
二
十
四
日
に

役
場
で
千
手
地
区
と
い
う
日
程
で
し
た

　
席
上
、
〃
区
域
内
住
民
を
代
表
し
て

町
役
場
事
務
（
町
役
場
に
事
務
所
を
置

く
各
種
団
体
の
事
務
を
含
む
）
の
一
部

を
補
助
協
力
し
、
本
町
自
治
行
政
の
円

　　　r　q　　　噂『　　『　『　『　『　q　r　噛　q　『『　q

滑
な
運
営
を
は
か
る
。
〃
と
い
う
、
嘱

託
員
各
位
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
職
務
を
如

実
に
し
め
す
よ
う
に
、
町
政
の
重
要
問

題
を
議
題
に
の
せ
て
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
◎
交
通
災
害
共
済
加
入
促
進
　
◎
へ

き
地
防
犯
灯
の
設
置
、
◎
町
道
の
補
修

◎
道
路
改
良
五
か
年
計
画
◎
橘
水
道

の
建
設
、
◎
水
道
料
金
改
定
　
◎
国
土

調
査
事
業
の
実
施
　
◎
住
民
税
の
申
告

指
導
依
頼
と
い
う
の
が
そ
の
内
容
で
す

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
っ
た

h
『
一
9
7
『
『
『
『
『
『
「
『
『
「
『
『
『
『
『
『
『
『

問
題
は
す
で
に
周
知
が
は
か
ら
れ
、
新

年
度
の
町
政
事
務
は
、
例
年
同
様
、
円

滑
な
ス
タ
ー
ト
が
約
束
さ
れ
た
と
申
し

上
げ
て
よ
い
で
し
ょ
う
．

　
な
か
で
、
嘱
託
員
各
位
を
通
じ
て
の

お
願
い
に
加
え
て
、
な
お
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
も
の
と
し
て
、
目
下
の

と
こ
ろ
は
千
手
地
区
と
中
仙
田
の
み
な

さ
ん
だ
け
に
関
係
す
る
水
道
料
金
の
改

定
、
そ
れ
と
、
交
通
災
害
共
済
の
加
入

者
募
集
の
件
が
あ
り
ま
す
。

　
　
水
道
料
金
の

　
　
　
　
引
き
上
げ

　
そ
の
ひ
と
つ
、
水
道
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
別
面
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
よ
う
に
、
町
議
会
三
月
定
例
会
の
初

日
に
条
例
改
正
を
議
決
し
、
引
き
上
げ

少
年
野
球
大
会
．
　
…

に
優
勝
旗

　
昨
夏
ス
タ
ー
ト
し
た
町
の
少
年

野
球
大
会
の
優
勝
旗
が
、
こ
の
ほ

ど
、
町
内
篤
志
家
の
ご
寄
付
で
で

き
あ
が
り
、
さ
る
二
月
二
十
八
日

第
一
回
の
優
勝
者
千
手
小
学
校
の

選
手
諸
君
の
手
に
、
晴
れ
て
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
の
日
の
、
あ
の
熱
戦
譜
を
よ

み
が
え
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
真
　
　
㎜

紅
の
大
優
勝
旗
、
小
学
生
諸
君
、
　
　
｝

こ
と
し
の
夏
は
、
君
の
手
に
こ
の

優
勝
旗
を
。

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
改
定
の
内
容
は
、
基
本
料
金
に
お
い

て
、
一
般
用
、
営
業
用
と
も
各
三
百
円

か
ら
百
円
を
引
き
上
げ
て
四
百
円
に
、

工
業
用
に
つ
い
て
小
口
五
千
二
百
円
を

六
千
円
に
、
同
大
口
一
万
二
千
円
を
一

万
五
千
円
に
、
臨
時
用
五
十
円
を
六
十

円
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
し
、
ま
た
、
超

過
料
金
に
お
い
て
は
、
　
（
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
り
）
　
一
般
用
、
営
業
用
が
十
円

の
引
き
上
げ
で
四
十
円
に
、
工
業
用
の

小
口
二
十
六
円
を
三
十
五
円
に
、
同
大

口
用
二
十
四
円
を
三
十
円
に
改
め
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
四
月
か
ら
新
料
金
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
独
立
採
算
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
企

業
会
計
の
あ
り
方
を
ご
認
識
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ

り
ま
す
。

　
　
交
通
災
害
共
済
の

　
　
　
　
　
加
入
促
進

　
次
に
、
四
十
七
年
度
の
県
交
通
災
害

共
済
加
入
者
の
募
集
に
つ
い
て
。

　
嘱
託
員
会
議
以
降
、
三
月
に
は
い
っ

て
総
務
課
の
担
当
者
の
と
こ
ろ
に
は
加

入
申
込
み
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
の
加

入
率
（
四
二
％
強
）
よ
り
上
回
り
そ
う

な
様
子
で
す
。
特
に
、
仁
田
を
筆
頭
に

赤
谷
、
寺
ケ
崎
、
塩
辛
、
元
町
、
中
屋

敷
な
ど
が
大
口
の
代
表
で
、
仁
田
の
場

合
五
三
％
ほ
ど
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
第
一
義

で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
事
故
に
あ

っ
た
場
合
に
備
え
る
と
い
う
配
慮
の
必

要
な
こ
と
も
、
同
じ
よ
う
な
比
重
を
も

っ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
、
助
け
合
い
の
輪
を
よ

り
拡
大
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
加
入

す
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

九〃八七六　五三二　一
日日日日鴫日日日霧日三囹
町上　　町人土　共議共
難””藝諜”鵬羅行
総人　　定員良　税門税月
務学〃〃例会区　相委相
文級　　会　総　談員談
教　　　　　代　　会、

径　　会　蓋事
委　　　　　千　　　対

員
会

＋
日
　
〃

十
三
日
　
〃
　
建
設
厚
生
常
任
委

　
員
会
、
同
　
産
業
経
済
常
任
委

員
会

十
四
目
　
十
三
日
と
同
じ
く
町
議

　
会
の
両
常
任
委
員
会

〃
日
　
上
野
婦
人
会
役
員
研
修

会
十
五
日
　
管
内
各
中
学
校
卒
業
式

十
九
日
　
十
日
町
高
校
定
時
制
仙

田
分
校
閉
校
式

二
十
一
日
　
橘
婦
人
会
、
翌
二
十

　
二
日
も
同
婦
人
会
の
研
修
会

二
十
三
日
　
教
育
委
員
会

二
十
四
日
　
農
業
委
員
会
、
青
少

年
問
題
協
議
会

二
＋
五
日

二
＋
六
日

二
＋
八
日

　
〃
　
　
日

管
内
小
学
校
卒
業
式

仁
田
婦
人
会
総
会

千
手
保
育
園
終
了
式

町
議
会
再
開
、
　
（
翌

二
十
九
日
と
両
日
で
新
年
度
予

算
や
本
年
度
予
算
の
補
正
を
決

め
、
ほ
か
に
、
条
例
改
正
等
も

行
な
う
予
定
で
す
。
）
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町
議
会
報
告
（
三
月
定
例
会
）

一
般
会
計
は
五
億
五
干
五
百
万
の
規
模

ー
四
十
七
年
度
予
算
の
審
議
に
は
い
る
ー

　
会
期
二
十
四
日
間
と
い
う
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
町
議
会

三
月
定
例
会
が
、
さ
る
六
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
こ
の
定
例
会
は
、
六
日
に

関
係
条
例
を
審
議
、
七
、
八
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、

一
般
会
計
と
国
保
事
業
特
別
会
計
な
ど
六
特
別
会
計

の
提
案
理
由
説
明
と
総
括
的
な
質
疑
を
か
わ
し
た
後

休
会
し
、
目
下
、
各
常
任
委
員
会
ご
と
の
審
査
に
は

圏
川
西
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
こ
れ
は
、
川
西
町
特
別
職
報
酬
等

　
審
議
会
（
太
田
長
栄
会
長
）
の
意
見

　
に
基
づ
い
て
、
町
三
役
、
す
な
わ
ち

　
町
長
、
助
役
お
よ
ぴ
収
入
役
の
給
料

　
月
額
を
四
月
か
ら
改
正
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

囹
川
西
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
ぴ
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
や
は
り
、
前
記
の
審
議
会
の
意
見

　
を
聞
い
て
、
町
議
会
議
員
に
つ
い
て

　
そ
の
報
酬
と
公
務
の
た
め
の
旅
行
に

　
際
し
た
費
用
弁
償
を
改
め
た
の
が
内

　
容
で
、
改
正
時
期
は
四
月
一
日
で
す

　
　
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
町
内
旅

　
行
の
車
賃
も
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

　
ま
し
た
。

囹
川
西
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
ぴ
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
教
育
長
の
給
料
月
額
を
四
月
か
ら

　
改
定
す
る
の
が
内
容
で
、
こ
れ
も
、

い
っ
て
い
ま
す
。

　
提
案
さ
れ
た
予
算
の
規
模
ば
、
一
般
会
計
で
五
億

五
千
四
百
九
十
一
万
六
千
円
、
こ
れ
に
単
純
集
計
で

特
別
会
計
の
分
を
総
合
計
す
る
と
八
億
五
千
六
百
四

十
一
万
八
千
円
と
い
う
数
字
に
な
り
ま
す
が
、
新
年

度
予
算
の
編
成
に
関
係
の
あ
る
各
種
町
条
例
の
改
正

等
に
っ
い
て
、
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
聞

い
て
決
定
し
ま
し
た
。

囹
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
農
委
、
教
委
等
委
員
の
月
額
報
酬

　
選
管
委
員
、
社
教
委
員
、
防
災
会
議

　
委
員
等
の
日
額
報
酬
、
統
計
調
査
員

　
公
民
館
長
な
ど
の
年
額
報
酬
を
四
月

　
か
ら
改
正
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
、

　
前
三
件
同
様
、
審
議
会
に
諮
問
し
た

　
結
果
の
改
正
で
す
。

圏
一
川
西
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
や
警
戒
、

　
訓
練
に
従
事
す
る
場
合
の
費
用
弁
償

　
の
改
正
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
実

　
施
時
期
は
四
月
一
日
か
ら
。

囹
川
西
町
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
特
別
職
と
一
般
職
の
旅
費
の
う
ち

　
日
当
、
宿
泊
料
お
よ
ぴ
食
卓
料
の
そ

　
れ
ぞ
れ
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
こ

　
れ
も
、
四
月
一
日
施
行
で
す
。

　
　
こ
の
条
例
改
正
と
同
時
に
、
　
「
川

　
西
町
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
規

　
則
」
に
つ
い
て
も
一
部
改
正
を
行
な

　
い
、
職
員
が
研
修
、
講
習
、
訓
練
お

　
よ
ぴ
そ
れ
ら
に
類
す
る
目
的
の
た
め

　
四
目
以
上
の
旅
行
を
す
る
場
合
の
日

　
当
と
宿
泊
料
を
改
め
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
　
「
川
西
町
管
理
職
手
当

　
に
関
す
る
規
則
」
も
改
正
し
、
課
長

　
等
に
対
す
る
管
理
職
手
当
の
月
額
を

　
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
助
産
手
数
料
は

　
　
　
　
　
九
千
円
に

囹
川
西
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
セ
ン
タ
i
使
用
料
の
う
ち
、
も
く

　
浴
料
二
百
円
を
三
百
円
に
、
入
所
料

　
八
百
九
十
円
を
一
千
十
円
に
引
き
上

　
げ
、
助
産
手
数
料
の
一
件
六
千
五
百

　
円
は
九
千
円
に
、
同
双
生
児
加
算
三

　
千
二
百
五
十
円
は
四
千
五
百
円
に
も

　
く
浴
手
数
料
二
百
円
は
三
百
円
に
改

　
め
ま
す
。
ま
た
、
分
べ
ん
料
に
深
夜

加
算
料
一
千
円
が
加
え
ら
れ
ま
し
た

い
ず
れ
も
四
月
か
ら
で
す
。

囹
川
西
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
育
児
手
当
金
の
額
、
一
か
月
「
二

　
百
五
十
円
」
を
「
五
百
円
」
に
、
保

　
険
料
の
督
促
手
数
料
に
つ
い
て
督
促

　
状
一
通
「
十
円
」
を
コ
一
十
円
』
に

　
延
滞
金
の
割
合
に
つ
い
て
『
年
一
〇

　
・
九
五
％
」
を
「
年
一
四
・
六
％
」

　
に
改
め
、
四
十
七
年
度
分
か
ら
適
用

　
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

囹
川
西
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
蚕
繭
の
共
済
金
額
に
つ
い
て
、
春

　
一
万
四
千
円
、
初
秋
一
万
七
千
円
、

　
晩
秋
一
万
四
千
円
に
改
正
す
る
な
ど

　
共
済
内
容
の
充
実
に
あ
わ
せ
て
、
全

　
般
に
わ
た
っ
て
条
文
を
整
備
し
ま
し

施
政
方
針
を
の
べ
る
根
津
町
長

た
。

囹
川
西
町
営
簡
易
水
道
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
水
道
使
用
料
金
（
基
本
料
金
、
超

過
料
金
）
の
引
き
上
げ
と
設
置
水
道

施
設
に
「
橘
地
区
簡
易
水
道
』
を
加

え
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

囹
川
西
町
千
手
地
区
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
　
地
区
別
に
な
っ
て
い
た
水
道
事
業

　
特
別
会
計
を
一
本
化
す
る
条
例
で
、

　
こ
の
条
例
の
題
名
お
よ
び
条
文
中
か

　
ら
千
手
地
区
と
い
う
呼
称
を
削
り
、

　
同
時
に
馬
中
仙
田
地
区
の
特
別
会
計

　
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
を
う
た
い
ま

　
し
た
。

囹
川
西
町
保
育
園
設
置
条
例

　
四
月
か
ら
上
野
保
育
園
を
開
設
す

る
の
を
機
会
に
、
い
ま
ま
で
の
「
川

西
町
立
保
育
園
条
例
」
は
廃
止
し
、

内
容
を
整
備
し
た
条
例
と
し
て
新
し

く
制
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
に
よ
る
保
育
園

児
の
定
員
は
、
千
手
が
七
十
人
、
上

野
が
九
十
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

囹
川
西
町
へ
き
地
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
四
月
一
日
か
ら
、
上
野
へ
き
地
保

　
育
所
を
な
く
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た

条
例
改
正
で
す
。

囹
川
西
町
老
人
憩
の
家
設
置
及
ぴ
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
丹
見
荘
を
使
用
す
る
際
の
老
人
以

　
外
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
個
人
『
百

　
　
　
　
　
ノ

円
」
を
『
百
五
十
円
」
に
、
団
体
一

人
に
つ
き
「
八
十
円
』
を
「
百
円
」

に
引
き
上
げ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

（
四
月
か
ら
実
施
で
、
老
人
の
か
た

の
使
用
料
は
す
え
置
き
で
す
。
）

囹
川
西
町
議
会
常
任
委
員
会
及
び
特

別
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
　
こ
れ
は
議
員
の
提
出
で
、
　
「
土
木

　
厚
生
常
任
委
員
会
」
を
「
建
設
厚
生

　
常
任
委
員
会
』
に
改
称
す
る
こ
と
を

　
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
を
設
立

　
以
上
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

の
設
立
に
つ
い
て
、
組
合
規
約
が
議
決

さ
れ
、
関
係
市
町
村
の
議
決
と
県
知
事

の
許
可
を
ま
っ
て
、
十
日
町
地
域
総
合

福
祉
セ
ン
タ
1
と
同
と
場
の
各
設
置
お

よ
ぴ
管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同

処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
津
南
町
に
、
と

場
は
十
目
町
市
に
、
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
（
醐
、
二
月
分
）

◎
入
手
品

わ
ら
ぐ
つ
、
わ
ら
じ
、
し
ぶ
が
ら
み
、

う
す
か
け
、
ぞ
う
り
、
は
ば
き
、
す
っ

ぺ
、
す
っ
ぽ
ん
、
や
り
（
槍
）
、
か
ま

（
鎌
）
、
く
ま
で
（
熊
手
）
、
古
文
書

花
火
筒

◎
寄
贈
者
　
（
敬
称
略
）

平
野
シ
ゲ
（
四
郎
兼
）
、
蔵
品
茂
（
霜

条
）
、
高
橋
耕
一
（
神
社
町
）

／

’

r
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町
で
は
、
過
疎
対
策
事
業
の
一
環
と

し
て
、
町
内
に
宅
地
の
取
得
を
希
望
し

て
い
る
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

近
時
の
社
会

情
勢
の
変
動
に

伴
い
、
町
を
離

れ
て
ゆ
く
か
た

が
あ
る
反
面
、

な
ん
と
し
て
も

町
内
に
住
み
た

い
が
適
当
な
土
地
が
な
い
、
と
い
う
人

た
ち
の
た
め
に
、
昭
和
四
十
七
年
度
に

お
い
て
「
集
落
移
転
」
お
よ
ぴ
「
集
落

整
備
」
の
二
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す

　
集
落
整
備
事
業
は
、
戸
数
が
減
少
し

部
落
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

集落の移転・整備を推進
　　　　　高原田地内に分譲地を用意

が
で
き
な
く
な
っ
た
霧
谷
、
平
見
、
星

名
新
田
の
三
部
落
を
対
象
に
し
て
、
高

原
田
地
内
に
移
転
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
集
落
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
部
落
で
土
地
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
町
内
移
転
を
希
望
す
る
人

達
を
対
象
に
し
た
ほ
か
、
公
共
事
業
の

た
め
住
宅
の
移
転
を
必
要
と
す
る
者
、

分
家
す
る
た
め
土
地
を
必
要
と
す
る
者

他
町
村
か
ら
転
入
を
希
望
す
る
者
等
を

対
象
に
し
て
、
分
譲
地
を
同
じ
高
原
田

地
内
に
造
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
多
数
の
場
合
、
分
譲
順
位
は

選
考
委
員
会
に
は
か
っ
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
希
望
者
は
企
画
室
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
宅
地
分
譲
希
望
者

　
　
　
　
募
集
要
領

①
所
在
地
　
川
西
町
大
字
高
原
田
三

　
　
　
　
二
番
地
ほ
か

②
区
画
数
　
一
一
区
画

③
面
積
一
区
画
二
一
七
～
二
八
六

　
　
　
　
平
方
メ
ー
ト
ル

④
価
額
　
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

　
　
　
　
三
、
O
O
O
～
三
、
誠
O
O
円
位

　
　
　
　
の
予
定

⑤
申
込
み
期
限
　
昭
和
四
十
七
年
四
月

　
　
　
　
二
＋
日
ま
で

　
細
部
に
つ
い
て
は
、
企
画
室
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
別
　
表
）

×＿
撫＼．
構
鯨

　
　
　
　
至

　　イ立置図＞

『轟
　　　　、．』、＼

響勃－劉純
爺恩

宅地造成計画予定図

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
’
　
　
肌

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ン

　
　
’
　
歴
／
⑤
烈

　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
憎
！
④
刃
／
＼
－
・
、
、

　
　
7
〆
　
2
＼
黙
　

曜

②
1
　
！
＼
・
　
〆
　
　
0

　
　
2
＼
、
　
扁
！
⑤
2

、
＼
、
へ
、
、
触
③
、
3

0
／
2

　
　
　
　
7
．
　
　
2
　
　
．

　
　
①
1

　
　
　
　
2

7憎、、　　　＼⑰
　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ

〆＠　　⑩＼286稲
　　　　　ニ　も229歴．．　276徹＼

軽
自
動
車
税

　
　
　
の
減
免

　
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
の
か
た
が

使
用
す
る
軽
自
動
車
等
は
、
申
請
に
よ

っ
て
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
乞

と
が
で
き
ま
す
。

障
害
の
区
分

身
体
障
害
者
の
障
害
の
程
度

戦
傷
病
者
の
障
害
の
程
度

、
視
覚
障
害

一
、
二
、
三
級
　
四
級
の
一

特
別
　
一
、
二
、
三
、
四

項
症

聴
覚
障
害

二
、
三
級

平
衡
機
能
障
害

三
級

上
肢
不
自
由

一

一
級
　
二
級
の
一
、
二

特
別
　
一
、
二
、
三
項
症

下
肢
不
自
由

一
、
二
級
三
級
の
一

〇
三
級
の
二
　
〇
四
級

〇
五
級
〇
六
級

特
別
　
｝
、
二
、
三
項
症

〇
四
項
、
〇
五
項
、
〇
六

項
症
　
〇
一
款
、
〇
二
款

〇
三
款
症

体
幹
不
自
由

一
㍉
二
、
三
、
玄
級

心
臓
機
能
障
害

特
別
　
｝
、
二
、
三
項
症

呼
吸
機
能
障
害

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
税
務
課
で
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
人

－
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

　
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
障

　
害
の
程
度
が
別
表
に
該
当
す
る
人

2
前
項
の
、
別
表
の
○
印
の
つ
い
て

　
い
な
い
障
害
を
有
す
る
家
族
の
通
院

　
通
学
や
生
業
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
使

　
用
す
る
軽
自
動
車
等
を
運
転
す
る
人

　
対
象
と
な
る
車

　
前
述
の
該
当
者
が
、
日
常
、
そ
の
足

が
わ
り
に
使
用
す
る
車
で
、
一
人
一
台

に
限
る
。

　
手
続
き

△
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
　
△
運
転
免
許
証
　
△
認
印

△
家
族
中
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
戦
傷

病
者
の
通
院
等
で
該
当
す
る
場
合
．
社

会
福
祉
事
務
所
発
行
の
生
計
同
一
証
明

書
。
以
上
を
持
参
の
う
え
、
四
月
十
五

日
ま
で
に
当
該
軽
自
動
垂
等
を
運
転
し

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
普
通
車
は

　
普
通
車
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
県

税
（
自
動
車
税
）
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
十
日
町
財
務
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
軽
自
動
車
と
あ
わ
せ
て
、

減
免
は
一
台
限
り
で
す
。

　
　
農
業
用
軽
油
の

　
　
　
　
減
　
免
　
は

　
免
税
証
を
、
四
月
十
二
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
間
、
十
日
町
財

務
事
務
所
で
交
付
し
ま
す
か
ら
お
出
か

．
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
日
に
都
合
の
悪
い

か
た
は
、
四
月
十
四
、
十
五
の
両
日
に
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交通安全

年間スローガン

◎
運
転
者
向
け

　
　
　
　
　
　
と
っ
さ
の
と
き
に

◎
歩
行
者
向
け

　
　
　
　
　
　
ゆ
っ
く
り
待
っ
て

◎
一

』
ど
も
向
け

　
あ
あ
ド
ッ
キ
リ

避
け
ら
れ
ま
す
か
　
そ
の
運
転
で

さ
っ
さ
と
渡
る

フ
イ
な
飛
び
出
し
も
う
し
ま
せ
ん

　
　
　
女
子
交
通
巡
視
員
　
若
干
人

②
採
用
予
定
年
月
日

　
　
　
昭
和
四
十
七
年
六
月
一
目

③
募
集
期
間

　
　
　
（
三
月
一
日
か
ら
）
四
月

　
　
　
＋
日
ま
で

　
募
集
要
領
の
詳
細
は
、
警
察
署
、
派

出
所
ま
た
は
駐
在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

け
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児
と
、
ま
だ
一

度
も
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
乳
幼
児
で
す
。
　
（
前
者
は
今

回
が
第
二
期
の
投
与
、
後
者
は
第
一
期

の
投
与
に
な
り
ま
す
。
）

　
各
地
区
ご
と
に
、
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
か
ら
、
定
刻
に
ご
参
集
ね
が
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
）

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
：
：
：
：
：
③

〈
上
野
地
区
V

◎
小
根
岸
・
小
海
珍
亮

く
仙
田
地
区
V

◎
中
仙
田
・
小
林
与
作
◎
室
島
・
田

村
才
一
郎
　
◎
小
脇
・
佐
藤
栄
作

◎
霧
谷
・
佐
藤
利
雄
◎
藤
沢
・
茂
野

寅
一
　
◎
田
戸
・
青
木
二
三
　
◎
越
ケ

沢
・
小
川
伊
作
◎
赤
谷
・
中
条
正
平

◎
岩
瀬
・
金
子
誠
平
◎
大
倉
・
中
条

銀
平
◎
大
白
倉
・
中
村
平
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
月
二
十
三
日
に
な
く
な
ら
れ
た
母

ス
ミ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
一
万

円
を
。

☆
＋
日
町
市
の
数
藤
誠
さ
ん
か
ら
、

先
月
一
日
に
な
く
な
ら
れ
た
父
、
長

誠
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円

を
。
数
藤
さ
ん
は
沖
立
出
身
。

運
転
免
許
の

　
　
更
新
手
数
料

　
　
四
月
か
ら
七
百
円
に

　
運
転
免
許
更
新
申
請
手
数
料
に
つ
い

て
、
四
月
一
日
か
ら
七
百
円
に
改
定
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
（
現
在
は

四
百
円
で
す
か
ら
、
三
百
円
ア
ッ
プ
と

い
う
こ
と
で
す
。
）

　
　
　
　
　
　
髄
十
日
町
警
察
署
n

新
潟
県

　
警
察
官
を
募
集

①
採
用
予
定
人
員

　
　
男
子
警
察
官

　
、

五
＋
人

4
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
投
与
の
お
知
ら
せ

投
与
の
対
象
者
は
、
昭
和
四
十
五
年

一
月
一
目
か
ら
四
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

に
一
度
だ
け
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受

生ワクチンの投与の目程

月日 区　　域 時　　　　　間 場　　所

4／5 ：千手地区 午前9時20分～〃40分 千手診療所

“／6 橘　　地区 〃 橘　診療所

“／7 仙田地区 午後2時10分～〃30分 仙田診療所

4乃2 上野地区 午後1時20分～〃40分
母　　　康セ
ンター

納
税
メ
モ

社
協
へ

　
　
　
三
件
の
寄
付

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
、

こ
の
ほ
ど
、
次
の
三
件
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

☆
田
旦
朗
さ
ん
（
木
落
、
町
収
入

　
役
室
長
）
か
ら
、
先
月
二
日
に
な
く

　
な
ら
れ
た
父
、
茂
治
さ
ん
の
香
典
返

　
し
と
し
て
五
万
円
を
。

☆
数
藤
貞
義
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
、

…
一
…
…
…
…
顧
…
…
…
≡
…
＝
繭
…
≡
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
輯
…
…
≡
…
…
…
一
…
＝
…
≡
…
＝
隅
＝
…
…
…
三
…
一
繭
三
…
＝
…
…
…
隅
…
…
…
…
…

豫
　
　
　
　
」

惜
籍
の
窓
㎏
稀

う
ぶ
声
1
お
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今
月
は
、
申
告
や
縦
覧
の
月
と

申
し
上
げ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
す
で
に
、
住
民
税
の
申
告
は
お

済
み
で
し
ょ
う
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
縦
覧
は
二
十
日
ま
で
続

け
ら
れ
、
こ
の
、
皆
さ
ん
か
ら
の

申
告
や
縦
覧
の
結
果
を
基
礎
に
、

税
が
確
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
、
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
い
た

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
原

動
機
付
自
転
車
や
耕
運
機
で
す
で

に
消
滅
し
て
い
た
り
売
却
し
た
場

合
は
、
今
月
中
に
届
け
出
を
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
一
方
、
新
規
購
入
分
も
す
ぐ
お

届
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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